	さくら荘通信（第二五八号）
　　　　　　　　　　　平成二十八年五月十五日発行

特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
北区浮間三―一一―二六　電話(３５５８)５５８３


平成二十八年度　事業計画　
さくら荘では、平成二十八年度も、

「利用者の人格を尊重し、常にその人の立場にたった援助、その人の能力に応じ自立した日常生活ができるよう援助します。

明るく家庭的な雰囲気と健全な環境の下で、熱意と能力のある職員が援助を行えるよう研修等を通して資質の向上を行います。」

運営方針に基づいて事業を行ってまいります。

「給食委員会」「排泄委員会」「入浴委員会」「感染症委員会」「事故予防委員会」「看とり委員会」「倫理委員会」等の活動で、よりよい介護のための計画・実施・見直しを行っています。

　行事計画
（★のある行事は、ご家族も一緒にご参加下さい。）

・五月二十八日　　★ホットケーキパーティー（二階フロア）

四月の家族会で、「五月の家族会の後は♪初夏のコンサー　トがありますので、ご一緒に楽しんで下さい。」とご案内いたしましたが、先方の諸般の都合で開催が先送りになりました。
楽しみにして頂いたのに申し訳ありません。今後も日程を調整して、実施できればと思っています。
　その代わりに「ホットケーキ・パーティ」を予定しています。

　家族会終了後、家族ボランティアの出来る方は、お手伝いをよろしくお願いいたします。


・七月初旬　　　　　七夕・素麺流し（四階サンルーム）

・八月六日　　　　★夕涼み会（戸田の花火観賞）

・九月十八日　　　★敬老会・家族会総会

・十二月（第三金曜）忘年会

・一月一日　　　　　新年会

・二月三日　　　　　節分

・三月一日　　　　　開所記念日

　　　　　　　　　　うきうきまつり～さよなら、さくら荘～
余暇活動（講師の先生等の都合で変更もあります。）

・誕生会・ホーム喫茶（第二土曜日、午後）

・家族会・ホーム喫茶（第四土曜日、午後）
・ナツメロクラブ（第一・三金曜日、午後）

・俳句クラブ　　（講師の先生の都合で調整します。）

・ワイワイクラブ（第三火曜日）

・絵手紙クラブ　（第一木曜日、午後）

・お菓子販売
（月一回、お菓子やさんの都合で調整します。）
・その他　

老人クラブの大正琴の慰問、幼稚園との交流会　等
退所のお知らせ　　　　　　　Ｏ・Ｔ　さん

Ｏさんは平成二十八年一月に入所されたばかりです。

同じ食事席の方と、和やかに会話を楽しんで過ごされている姿もあり、ゆっくりとさくら荘に馴染んでおられたのですが、三月下旬に体調を崩され入院をされました。
病院の主治医より「今後は施設での生活は困難。」との説明で退所をされることになりました。
　そして「五月三日、家族のみんなに会って、穏やかに旅立ちました。」とのご連絡を頂きました。

心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十二才）
Ｎ・Ｙ　さん
Ｎさんは平成二十六年十一月に入所され、さくら荘で約一年半を過ごされました。

今年三月に体調を崩され、入院をされました。
「病院では毎食後の痰がらみに、毎回吸引をしていますが、今なら、ぎりぎりだけど退院できます。」とのことでさくら荘に退院されました。

ですが、なかなか食事が進まず、ご家族と相談しました。

「病院で父を見送った時に『自分の時はできるだけ自然な送りをしてほしい。』と本人の希望を言っていました。ここまで長生きしてきたから百才を迎えさせたいけれど、本人の意思のとおりにしたいと思います。」とのことで、さくら荘で自然な最期を過ごして頂くことになりました。
それから、お子さん、お孫さん夫婦等が様子を見に来てくださり、ご家族と静かなおだやかな時間を過ごし、旅立たれました。
「寝ているだけみたい。とてもきれいなお顔ね。お疲れ様」と、利用者のみなさんも見送りをして下さいました。
心からのご冥福をお祈り致します。（享年九十八才）
家族会（報告）　（四月二十三日）報告・（家族会書記）
★施設長の挨拶
・今回は、二十八年度最初の家族会になります。本年度は、移転の年となり、今後、みなさんのご協力、ご理解をお願いすることが多々でてくることと思います。職員も、移転はもちろんすべてのことに、気を引き締めて　取組みます。この一年、よろしくお願いいたします。
★スタッフからの報告
・三月は風邪をこじらせ、数名の方が入院されました。四月に入り、その方たちが退院されて、落ち着いてきています。しのぎやすい気候になってきましたが、一日の温度差を、衣服で温度調整しています。体調管理に万全を期していきたいと思っています。（看護主任）
・四月は、恒例のそば打ちでみなさんに楽しんで頂きました。七キロをほぼ完食。家族会のみなさんのお手伝いにも感謝しています。来年度も続けていきたい。五月の子供の日には、ちらし寿司で季節感を感じていただく予定です。（栄養士）
・新施設について（相談員）
　工事は順調に進んでいます。竣工イメージ図がアップしました。建物コンセプトは「福祉施設らしからぬ重厚感ある　デザイン」。玄関ホールの色のメリハリ、存在感ある素材づかいなども特長があるそうです。
　私達現場職員は、ベッドを始めとする備品の研究をしています。また、ユニットリーダーの研修。夜勤システムなどスタッフフォーメーションなども検討し、十月から新フォーメーションを試行していく予定です。
◆家族会からの意見、質問
・ハード部分の心配はしてません。新しい施設になっても、さくら荘らしい温かできめ細かい介護を続けて欲しい。
・新施設には保育園も併設されると聞いています。交流できれば、高齢者は嬉しいし、気持が和むと思う。実施してほしい。
・Ｑ：介護士の不足が問題になっています。スタッフをどのように採用していくのですか？
Ａ：十月から、本格的にスタッフの募集をおこなう予定です。現在は二十四名の介護職員で六十人を見ています。新しい施設の利用者は百六十名ですので、数十名を新たに採用する必要があります。お知り合いの方がいらっしゃったらご紹介下さい。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★五月の家族会・定例会は、四階フロアで


平成二十八年五月二十八日（土）午後一時三十分～


　多数の方のご参加をお待ちしています。








